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cJava言語プログラムについて
Java言語で記述されたプログラムの形態

には，大きく分けて「Javaアプレット」と

「Javaアプリケーション」がある（図1）．

Javaアプレットは，Java言語プログラ

ムとしてポピュラな形態で，HotJavaや

NetscapeなどのJava対応のブラウザで実

行される．

Javaアプレットが実行されるとき，アプ

レットとその実行に必要なパッケージや各

種ファイル（HTMLファイル，データ・フ

ァイルなど）が，WWWサーバやファイ

ル・システムからインターネット/イントラネ

ット/LANを介して，Java OS for NCsの

作業メモリ（DRAM内）にロードされる（セ

キュリティの管理は，ブラウザで行われる）．

一方，Javaアプリケーションは，ブラウ

ザなしに独立したプログラムとしてインタ

プリタ（Java仮想マシンと呼ばれる）で実行

される．

Javaアプリケーションは，ローカ
ル・ファイルとして格納する必要があ
り，実行されるときに，JavaOS for
NCsの作業メモリ（DRAM内）にロード
される．いわゆる，アプリケーション・
ソフトと呼ばれるものについては基本的
にこの形態で作成する必要がある．なぜ
なら，大きいプログラムになると，ネッ
トワークからのダウンロードに時間がか
かり，WWWサーバからダウンロードし
てくるJavaアプレットの場合は，ロー
カル・ファイル・システムにアクセスで
きなかったり，ダウンロード元のサーバ
以外にアクセスできないといった制限
があるためである．
JavaアプレットとJavaアプリケーショ
ンのプログラム記述上の違いを簡単にい
うと，Javaアプレットはjava.applet.

Appletクラスのサブクラス（またはその
サブクラス）を含む必要があり，一方，Java
アプリケーションはpublic static

voidのmainメソッドを含む必要がある

（Javaアプレットの場合は，このmainメソッ

ドがブラウザに存在することになる）．

形態としては，ほかにRMIやServletな

どがあるが，JavaOS for NCsの説明には

関係ないので，省略する．

cJavaプログラムの開発の進め方
Javaプログラムの開発には，Sun Micro-

systems社から無償提供されているJDK

（Java Development Kit），または，市販の

Java統合開発環境が必要になる．Javaは実

行形式がプラットホームに依存しないので，

プログラム開発環境をプラットホームごと

に選ぶ必要がなく，パソコンでもワークス

テーションでも入手しやすい開発マシンと

ツールで作成することができる．この点が，

他言語での開発と大きく違うところである．

重要なことは，JDK1.1レベルのJava

APIで記述されることである（現在のJava

OS for NCsのバージョンはV1.1だが，こ
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〔図1〕Javaプログラムの実行形態

（a）Javaアプレット

（b）Javaアプリケーション
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れに対応するのはJDK1.1.4）．

なお，J-StarterKit for SPARCliteには，

Javaのプログラムを開発する環境が含まれ

ていない．したがって，開発が（デバッグも

含めて）完了したプログラムをJ-StarterKit

for SPARCliteで実行することになる．

作成されたJavaアプレットまたはJava

アプリケーションは，Javaコンパイラ（JDK

の場合は，javacコマンド）で翻訳する．

すると，実行体であるクラス・ファイルが

作成される．そして，クラス・ファイルと，

HTMLファイルやGIF，JPEG，オーディオ

などのデータ・ファイルなど実行に必要な

すべてのファイルを用意する．

ここまでは，J-StarterKit for SPARC-

liteがなくても作業が可能である．

cセットアップ
JavaOS for NCsは，ネットワーク・コ

ンピュータ（NC）をベースにしたOSである．

したがって，評価などで利用する場合は，

このシステムを管理するためのサーバ・シ

ステムを用意する必要がある（図2）．現在，

サーバ・システムとしては，Solaris2.6以上

が必要である．

また，管理ツールとして，Netra j 2.0（日

本サン・マイクロシステムズ製）が必要にな

る．これは，ネットワーク・コンピュータ

などのクライアント・システムを，ブラウ

ザによって簡単にSolarisから管理できるソ

フトウェアである．

cサーバの起動
サーバでは，DHCP（Dynamic Hosts
Configuration Protocol），NFS（Network
File System）などネットワーク用の複数の

サーバ・プログラムを起動することになる．

DHCPサーバは，JavaOS for NCsに対

するネットワーク設定（IPアドレス，サブネ

ット・マスク，および，DNSやNISなどの

各サーバのアドレス）と，JavaOS for NCs

の起動のための設定（プロパティ）のために

使用する．ロケール，ファイル・システム

のマウント，フォント，使うアプリケーシ

ョンなどに関する情報を定義する．

NFSサーバは，JavaOS for NCsからサ

ーバ上の資源にアクセスするために使用す

る．評価ボードには，実行環境である

JavaOS for NCsがフラッシュ・メモリに

あるだけで，ハード・ディスクなどのスト

レージ・デバイスは使用しないため，Java

プログラム（クラス・ファイル）などのファ

イルはすべてNFSサーバ・システムから提

供される．

ほかに，DNS（Domain Name System）や

NIS（Network Information name Service）サ

ーバなどのネーム・システムも利用できる．

cコンソールの起動
JavaOS for NCsのコンソールには，ブ

ート処理の経過やデバッグ情報などが表示

される．また，Javaプログラムからの標準

出力（System.out）などもコンソールに表

示される．

コンソールは，評価ボードのシリアル・

ポートに出力され，接続先のターミナル・

ツール（たとえばSolarisのtipコマンド）で

表示する．

cプログラム実行
êJavaプログラムの配置

「Javaプログラムの開発の進め方」のとこ

ろで用意したクラス・ファイル，および，

実行に必要なファイル（HTMLファイル，デ

ータ・ファイルなど）は，Java OS for NCs

で実行，アクセスできるように配置する必

要がある．

プログラムの配置方法は，Javaアプレッ

トとJavaアプリケーションとで異なる．

Javaアプレットは，一般的なWWWサ

ーバに配置する場合と，ファイル・システ

ムに配置する場合がある．WWWサーバへ

の配置は，通常行われるのと同じである．

つまり，“http :”で始まるURLで指定され

るHTML（のAPPLETタグ）に書かれた位置

に，アプレットのクラス・ファイルを配置

する．

一方，ファイル・システムへの配置は，

JavaOS for NCsのファイル・システムと

してマウントされたNFSサーバのディレク

トリに配置する．

なお，Javaアプレットの実行に必要な

HotJavaブラウザは，それ自体がJavaアプ

リケーションになっている．

Javaアプリケーションは，ファイル・シ

ステムに配置する必要がある．また，その

ときに，Javaアプリケーションのクラス・

ファイルと，必要なファイル群はすべて，

zipまたはjarコマンドによって，一つの

ファイルにまとめられる．このファイルを

JavaOS for NCsの起動のための設定情報

（プロパティ）として定義しておく．

êJavaプログラムの実行

いよいよプログラムの実行になる．

電源を入れると，JavaOS for NCsが起

動される．初期画面は，JavaOS for NCs

の起動の設定によって，ログイン画面また

はJavaアプリケーションの選択画面など
が現れる．
前述のように，JavaOS for NCsの現
バージョンでは，複数のJavaアプリケ
ーションの実行ができない（空間は一つの

み）ので，実行するJavaアプリケーション

を一つだけ，最初に選択する．

Javaアプレットを実行する場合は，Java

アプリケーションとしてHotJavaブラウザ

を選択することになる．

HotJavaブラウザは，マルチタスク環境

を実現する仕組みをもつため，マルチウィ

ンドウや，複数のJavaアプレットを実行さ

せることが可能である．

HotJavaブラウザ画面のURLを指定する

エリアにJavaアプレットの定義（APPLET

タグ）のあるHTMLファイルを指定する．

すると，Javaアプレットは，WWWサーバ

またはNFSサーバからダウンロードされて

ブラウザ内で実行される．

Javaアプリケーションの場合は，Java

OS for NCsが起動された後，すぐに，NFS

サーバからダウンロードされて実行される．

Javaアプリケーションが終了すると，直

ちに，JavaOS for NCsも終了する．

JavaOS for NCsはローカル・ストレー

ジを必要としないため，OS終了時のファイ

ル・システム更新（sync）のペンディングと

いった心配がない．処理が終わったらいき

なり電源を抜いても大丈夫である．

（小森裕之）
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〔図2〕ネットワーク・コンピュータの構成
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